
 

 
  №２ 平成 27 年４月１５日(水) 発行 
矢掛高校の活動や地域の様子・ＥＳＤ 
等について発信していきます。 
岡山県立矢掛高等学校長 川上公一  

「やかげ学」では、地域との連携を重視した様々な形態の学習活動を通して、他者との関係性、社会との関係性、自

然環境との関係性を認識し、「かかわり」「つながり」の重要性を理解していきます。また社会に積極的に寄与する能力

を育成し、持続可能な社会が実現できるような価値観と態度を養うことを目的としています。「持続発展教育（ＥＳＤ）」を

視野に、単なる地域貢献活動にとどまらず、持続可能な社会の担い手を育成していきます。 

そして、本年度は、茨城県立筑波高等学校が、「やかげ学」を参考に「つくばね学」を立ち上げました。本校に何度も

県外視察に来られ、ノウハウを研修されました。「つくばね学」の成功をお祈りします。 

 


